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人 文 学 報
いに,｢薄利｣以後の統治については ｢所謂政令一途二帰シテ,-ツノ法律ヲ以テ全国ヲ支配
シ,全国ノ各藩ヲ処置スルト云フコトニ為ッタノデアリマスカラ,藩ガ共時二当ッテ,其以後






























































































































































































































































































































訳は表2に掲げた通りであるが,大別すれば,1.帰農央の廃禄 (福知山 ･苗木 ･棚倉)｡2.
藩債支債分賦高免除の不履行 (郡上)｡3.世襲の元卒に終身禄を給与 (岸和田 ･笠松県 ･郡
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8) 『帝国議会貴族院議事速記録』第5巻 (東大出版会)128頁｡以下, 『貴族院』と略記する｡
9) 『帝国議会衆議院議事速記録』第7巻 (東大出版会)55頁｡以下, 『衆議院』と略記する｡
10) 『貴族院』第5巻,154頁,平松時厚発言｡
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20) 国立公文書館所蔵 『公文類衆』第21編,財政門雑載 ｢家禄賞典禄処分法ヲ走ム｣｡































府県名 旧津名 給与人員 金 額 (円) 府県名 旧津名 給与人員
金 額 (円)佐 賀福 岡山 口 佐 賀 267人 288,027.824 長 崎秋 田 深 堀
6人 3,599.854小 城 27 42,464.
089 島 原 1 713.352蓮 池 12
8,471.459 福 江 1 604.824鹿 島 6 933802 秋 田 6 4,918030
唐 津 6 5,838.440 愛 知 名古屋 4 2,795
.645秋 月 106 30,592.333 宮 城 仙 台
2 639.688久留米 46 33,876.50
7 栃 木 黒 羽 1 589.813豊 津 2
1,746.962 兵 庫 篠 山 1 801.924福
岡 1 65680 山 形 米 沢 1 334.796山 口 4
5 66,841.482 鳥 取 鳥 取 1 338.422熊 本
熊 本 29 26,101.646 岡 山｣島 根
同 日｣ 1 435.487香 川高 知 高 松 17 3
3.5997 津 山 1 826.080丸 亀 1 348810 和野
357 13知 3,854.786 京 都 旧官人
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表2 家禄掌典禄処分法による給与内訳表
府県名 旧藩名 件数 人 員 金 額 (円)
備 考京 都大 阪 亀 岡 14 500 6,738.035 家禄奉還処分および米禄を金禄
に改定の際に用いた貢
納相場の相違o福知山 3 19 6,453.027 18名は藩制施行後も有禄者で1名は帰田央であつ
たが,いずれも廃禄○岸和田 3 1 18465
26 世襲卒に永世禄ではなく終身禄を適用○三 重 桑 名 1 1 1
95.000 終身禄を有していたが,明治5年以後脱漏○岐 阜長 野福 島 郡 上 7 456 38,
086.094 明治5年
第126号布告による藩債支消分賦高の免除を適用せず処分○
郡 上 1 1 127.795 世襲卒に永世禄ではな
く終身禄を適用o郡 上 1 1 284.281 終身禄を与えるべきところ廃 ○








禄高を支給○棚 倉 3 212 013414 明治5年第42号布
告による帰田法廃止の際,帰田央のところ廃禄○秋 田 秋 田 2 2
534.658 家禄に組み入れるべき小役銀を控除したまま処分○福 井 鯖 江 7 54 16,189302 明治4年7月の禄
高調査の際,何を経ず減禄○石 川 金 沢 1 1 1.460
処分を受けた家禄高が禄制に照らして不足○高 知 高 知 1 1 279.902
明治4年12月,故なく廃禄○和歌山 和歌山 7 23 6,310.225 代替りの際に誤って減
禄○福 岡愛 媛 久留米 1 1 168.750 明治5年2月以後,故なく終身禄を給与
せず○豊 津 1 1 70.000 明治
8 以後に廃給された一代年金を,旧藩の制度に照らし家禄と認定○松 山 5 2
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表3 秩禄処分による給与総額 (昭和11年 6月現在)
種 別 人 員 金 額 (円
)明治 6年家禄奉還制によるもの 133,883人 33,892,679
.783明治9年金禄公債証書発行条例によるもの 313,264 174,370,
416,326小 計 447,097 208,2
63,096.109明治30年家禄賞典禄処分法によるもの 3,906
374,291.233明治42年法律第21号によるもの 10,80
3 2,213,978.373大正 8年法律第34号第 1条によるも
の 682 731,378.046大正 8年法律第3
4号第 2条によるもの 2 673.000大正 8年法律第3 3 7,241 2,007,86897
2小 計 22,637 5,330,391.8
18合 計 469,734 213,793,488.129｢曽根文書｣(国会
